









































































































































できていない学生も多く、基数を 10 から 2 や 16















































3 年次生 34 名のうち「これまでに作成した教材
について、何のために作成したか」について、授
業者が意図した「子どもの能力育成」に言及した
者が 2 割弱、6 割は、自分自身が教材をどのよう
な状況で作成したのかとの言及にとどまった。ま
た、2 割程度は「授業や実習のため」とだけの記
述であった。さらに、　1 年次生 53 名にも振り返
らせたところ、大半は保育者の視点ではなく、自
らの視点での言及であった。3 年次生は記入を求
めた 15 枠の 8 割程度を埋めているのに対し、1
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